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ぬまで競技が遂行される「 Ｗ
ドゥブルヴェ

」なるディス
トピアが描かれる）。フランスのクーベルタ
ン男爵を中心に、古代ギリシアの「オリンピ
アの大祭」という競技大会を復活させた
一八九六年以降、「見

サ ー カ ス

世物」としてのオリン
ピックは「スペクタクル」として機能してき
た。「三・一一」後の東北の復興と連動すべ
きはずの東京オリンピックは国家という身体
の（経済）成長を遂げられるのか。
　鍛錬されたスポーツマンたちの肉体が踊る
オリンピックだが、東京オリンピックの開催
の準備として、都営霞ヶ丘アパートなどの撤
去作業、都立明治公園のホームレスなどの排
除が始まっている。たった数週間だけ開催さ
れるオリンピックのために、賃貸住宅を終の
棲家としている人たちが排除される。原口は
これを「浄化の暴力」と呼ぶ。「オリンピック・
ゲームが注入された場所では、どこでも同じ
物語が繰り返される。政策決定者は、まずた
やすい標的、セックス・ワーカーとホームレ
スから始め、すぐ後にはエスニック・マイノ
リティや労働階級の住民をかれらの都市から
追い出しにかかるのだ」［原口 一〇六頁］。
競争による勝敗を決めるオリンピックによっ

Ⅰ　ネオ・ホロコースト―オリンピック・
相模原障害者殺傷事件・適者生存

　二〇二〇年に東京オリンピックを控え、「オ
リンピック・ファシズム」に陥る危険性に対
して『反東京オリンピック宣言』（二〇一六年）
が上梓された。その「あとがきにかえて」で
小笠原博毅は、憲法改正と東京オリンピック
を抱き合わせた安倍政権に対して「パンと
サーカス」なる警句を再度投げかけた［二五二
頁］。本来「パンとサーカス」とは権力者に

「食
パ ン

料」と「見
サ ー カ ス

世物」を提供された群衆が、
政治に関心をもたず、盲目的に服従すること
に対する古代ローマの詩人ユウェナリスの警
告だ。この「サーカス」とは、映画版『ベン・
ハー』（一九五九年）の競馬場の「周

サークル

回」を
繰り返す戦車レースが行われたり、剣闘士た
ちが死闘を展開した馬蹄形の「競

キ ク ル ス

技場」を意
味する。動物と死ぬまで闘うことすらあった

「競
キ ク ル ス

技場」では、生きるか死ぬかという競技
の「スペクタクル」が展開していた（ユダヤ
系フランス人作家ジョルジュ・ペレックの

『 Ｗ
ドゥブルヴェ

あるいは子供の頃の思い出』（一九七五
年）では、スポーツの生存競争が掟となり死
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年）によれば、健康食品の開発、煙草や癌撲
滅など、国家の健康に力を入れたナチス政権
は、まず「ホロコースト」の前段階として、
障害者や同性愛者などを抹殺し、そして、国
家を蝕む「癌」や「寄生虫」としてユダヤ人
を効率的に「浄化」していった。プロクター
の原題『ナチスの癌との戦争』の通り、健康
というイデオロギーが二重の意味の癌との戦
争を行い、「民族浄化」へと向かったのだ。ド
イツの思想家テオドール・アドルノは『プリ
ズメン―文化批判と社会』（一九五五年）に
おいて、様々な解釈を生んだ「アウシュヴィッ
ツ以後、詩を書くことは野蛮である」という
言葉を残した。ユダヤ人大

ホロコースト

虐殺という現実の
後、どうして芸術に向かえようか。こう解釈
するのは容易いが、それほど単純ではない。
不要な存在として障害者やユダヤ人を効率的
に抹殺した「ホロコースト」は、効率を最優
先にする資本主義から生じた究極の作品とし
て、アウシュビィッツという「（死の）生産
の工場」を生んだ。ならば、今更その「文化」
が生んだ詩などどうして書けようか。こうア
ドルノは問うたのかもしれない。
　最小の労力で「効率的」に障害者をケアす
るはずの施設で、障害者たちを短時間で「効
率的」に抹殺した「相模原障害者殺傷事件」は、
優生学的発想のもと非生産者を排除する効率
主義と障害者を「理解不能な者」とする他者
嫌悪が生み落としたものである。事件前に植
松は「大麻精神病」「自己愛性パーソナリティ
障害」「妄想性障害」などの診断を受け、措
置入院となっていた。ここで大事なのは、措
置入院期間が不十分だったとする監視体制の
強化を求めることではない。むしろ、精神障
害者の認定を受けた植松が、社会の荷物に
なった自分自身の負の内部を、施設の障害者

て、社会的弱者はまたしても敗北するのだ。
競争による社会の向上を掲げる「新自由主義」
だった小泉内閣の構造改革は、効率化を説く
新しい形のダーウィニズムであり、アベノミ
クスにも継承されている。こうした社会の歪
みのひとつの鬼子が二〇一六年の「相模原障
害者殺傷事件」だったのではないのか。
　神奈川県立の知的障害者施設「津久井やま
ゆり園」に、二六歳の元職員植松が侵入し刃
物で一九人を刺殺した。ヒトラーは自伝『わ
が闘争』（一九二五-六年）でユダヤ人を国家
に寄生する「寄生虫」としたが、ユダヤ人大
虐殺へと続くナチスの障害者や同性愛者の

「Ｔ４安楽死計画」に賛同した植松が起こし
たのが、この戦後最悪の無差別殺傷事件だっ
た１）。衆議院議長宛の植松の手紙は「安倍晋
三様にご相談頂けることを切に願っておりま
す」と結ばれ、一方的に安倍総理の理解を得
られると感じていたようである。「世界経済
の活性化」「日本国と世界平和」という理想
を掲げる植松は、「今こそ革命を行い、全人類
のために必要不可欠である辛い決断をすべき
時だと考えます」と、自分の行動を「革命」
と考えていたことを見逃してはならない。こ
の犯行は「個人の病理」ではなく「社会の病
理」として再考すべきだ。上野千鶴子は「『な
ぜ障害者たちが殺されたのか』以前に『なぜ
彼らは施設にいなければならなかったのか』
という疑問」を取りあげている［二三頁］。
　障害者たちが入居する「津久井やまゆり園」
で事件は起きたが、少人数のスタッフで「効
率的」に障害者たちを「ケア」した施設が、
皮肉にも「効率的」に短時間で大量の障害者
たちを「抹殺」した「現代のホロコースト」
を再現してしまったからである。ロバート・
Ｎ・プロクターの『健康帝国ナチス』（一九九九
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の進化論は、人間の内部に隠蔽された猿の問
題を浮上させた。人間の顔から性格を推測す
る観相学から発達した骨相学が、『アメリカの
頭蓋骨』（一八三九年）や『エジプトの頭蓋骨』

（一八四四年）を書いたサミエル・ジョージ・
モートンのように、人間の頭蓋骨の容量から
人種の優劣を測定した「人間の測りまちがい」
の時期に、観相学を応用し犯罪者の顔を類型
化した犯罪人類学者チェーザレー・ロンブ
ローゾは『犯罪者論』（一八七六年）を書い
ている。犯罪者とは動物的過去へと退化した
人間であり、隆起した顎、斜視、歪んだ唇、
毛深い肌、発達の不均衡などの特徴があると
し、犯罪者を猿のイメージで把握した。
　人間という「皮

ハイド

」（英語のhideには「隠す」
という動詞、「獣の皮」の名詞がある）の「下」
に潜んだ動物的存在が追求されてゆく。たと
えば、ロバート・ルイス・スティーヴンソン
の『ジキル博士とハイド氏』（一八八六年）
では、善良な人生を送るジキル博士は薬に
よって内部に「隠

ハ イ ド

蔽」されたハイドを目覚め
させる。変身すると体が縮みジキルの服が合
わなくなるハイドは正常なジキルに対して退
化する身体を表象する「危険な分身」となり、

「青白い顔色の小人のような男」で「どこが
悪いとも明言できないが、畸形の印象を与え
る」と描写されたり、とりわけ「猿」のよう
な動物として描写されているのは見逃せない

（Jekyllの名前はフランス語の「私（je）」と「殺
す（kill）」 を 混 ぜ た も の で、「 自

ジュ

我 」 が
「抹

キ ル

殺」されると「隠
ハ イ ド

蔽」された獣が解放さ
れる。）古典ホラー映画と身体障害と優生学
を考察するアンジェラ・スミスは、ルーベン・
マムーリアン監督の『ジキル博士とハイド氏』

（一九三一年）のジキルの変身シーンに退化
と関連づけられた「てんかん発作」の意味を

という外部に投影して抹殺することで消し去
ろうとした図式に注目したい。植松はヒト
ラーの政策に感銘を受けたが、ヒトラーには
ユダヤ人の血が混じっていたという説もあり、
自己のユダヤの血を憎む余りユダヤ人を虐殺
したヒトラーと、障害者を抹殺した植松の行
動を上野千鶴子は重ねている［二七頁］２）。「相
模原障害者殺傷事件」はいかなるゴシック文
学も及ばない現実の恐怖として君臨してし
まったが、一八八九年に生まれ、一九四五年
に自殺したヒトラーと同時代を生き『わが闘
争に』に感動し、優生学の時代に障害者的身
体やエイリアンを描いた作家がいる。Ｈ・Ｐ・
ラヴクラフト（一八九〇-一九三七年）、「ク
トゥルフ神話」の生みの親のアメリカ作家で
ある。北欧系の出自を誇り、外国人を嫌悪し
たラヴクラフトもまた、植松と同様な精神構
造をそなえ、「異形のスペクタクル」を見せつ
けた彼の文学はその反映ではなかったのか。

Ⅱ　スポーツマンたちの世紀―退化・体
操・競争

　『種の起源』（一八五九年）『人間の由来』
（一八七一年）が出版された後、ダーウィン
の進化論は、アメリカでは社会進化論へと応
用されてゆく。進化という競争から外れたも
のは淘汰される競争社会が激化し、障害者た
ちを断種し結婚を禁じることで不適者を排除
して、適者による効率的社会を目指す優生学
が台頭する。イギリスの統計学者・人類学者
でダーウィンの従兄弟のフランシス・ゴルト
ンが優生学という言葉を誕生させたのは、
一八八三年のことであった。その反面、社会
評 論 家 マック ス・ ノ ル ダ ウ の『 退 化 論 』

（一八九二年）が世界的に反響を呼び、「白人
人種の退化」に怯えだしていた。ダーウィン
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ルの身体からハイドが生まれ落ちるという男
性による擬似出産を映像化してみせる。
　退化に怯えたこの渦中において、退化を予
防し、社会に「適

フィット

」する「適者」になるため
に、様々な健康対策が考案されたのである。
我々にもお馴染みの「ジム」「フィットネス」

「ボディビル」などの言葉の現代的意味を帯
びてくる４）。たとえば、フランスではエドモ
ン・デボネ教授が一八八五年のリールに「ジ
ムナシウム」と呼ばれる身体鍛錬の教室を開
講し、それは一八九九年にはパリ、そしてベ
ルギーやスイスの各都市でも開講され、近代
的「トレーニングジム」の起源でもある。デ
ボネ教授はギリシア彫刻的なポーズを繰り返
し、そのジムにはデボネを撮影した写真が壁
一面に貼られ、実際に彼の身体から型どり製
作された腕や足の石膏像が配置されていた。
ギリシア彫刻を「モデル」として「模倣」し
たデボネは、今度は人々に理想を見せ、「模倣」
させるモデルになる。一九一二年のロンドン
第一回国際優生学博覧会では、デボネの弟子
の女性遊泳者アネット・ケラーマンの写真が
写真家アルベール・ロンドのクル病の家族の
写真などと対比され、まっすぐ伸びたケラー
マンの身体と曲がったクル病の身体が「危険
な 分 身 」 の よ う に「 再

リジェネレート

生 」 し た 身 体 と
「退

ディジェネレート

化」した身体として「正常と異常、健康
と虚弱、衛生と不潔....優生学にまつわる二項
対立を強化してゆく」［増田 五〇頁］。
　一八九六年の第一回近代オリンピックは古
代ギリシアの「オリンピアの大祭」という競
技大会の復活だったが、『身体文化』という当
時の雑誌の一九〇五年一月号には、古代ギリ
シアの彫刻家アルカメネスによる『ボルゲー
ゼのアレス象』という彫刻と同じポーズを取
るインストラクターの写真などが掲載されて

見出しているが、この映画ではハイドに猿の
イメージを積極的に使っている。世紀末の退
化の恐怖が刻印されたこの作品だが、たとえ
ば、性科学者ハベロック・エリスをはじめ多
くの科学者は同性愛者を退化の諸相のひとつ
と考えていた。「クイア通り」という言葉も
記されるこの物語を、「世紀末の同性愛のパ
ニックの寓話」として解釈したのは、『性のア
ナーキー ― 世 紀 末 の ジェン ダーと 文 化 』

（一九九〇年）の女性研究者エレイン・ショー
ウォーターだった。
　男性の友人だけと交際するジキルはハイド
と同性愛の関係があり、彼にゆすられている
と弁護士アタソンは考えていた。ジキルの秘
密は実験室の「戸

キャビネット

棚」に隠蔽され、この
「戸

キャビネット

棚」には同性愛の告白を意味する「カミ
ングアウト（come out of the closet）」のイメー
ジを読み込んでよい。二〇一四年にはハイド
の視点から物語が語り直されるダニエル・ル
ヴィーンの『ハイド』が出版されており、母
親に貞操帯をつけられ肛門に指を突っ込まれ
るという虐待を受け少年が解離性人格障害に
なった症例のことが説明され、同性愛と多重
人格との関連を匂わせる。『ジキル博士とハ
イド氏』の映画・舞台化作品はどれもジキル
と女性との関係を中心に捉えているが、まっ
たく女性が描かれないジキルとハイドという

「男同士の物語」からは、様々な「リメイク」
が「誕生」した３）。ジキルの家政婦（ジュリア・
ロバーツ）を主人公にしたスティーヴン・フ
リアーズ監督の『ジキル＆ハイド』（一九九六
年）では、原作で「意識の子宮の内部でこの
双極の双子がたえず争っている」とされ、「誕
生や死の瞬間をも凌ぐ恐怖」が続く「出産」
のイメージでとらえられたジキルからハイド
への変身を、特殊メイキャップを使ってジキ
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とになった。古代ギリシアやローマなどの
セッティングは一九世紀のサーカスや大道芸
の伝統となっていた。身体訓練のトレーナー
であったジュール・レオタール（一八三八年
-一八七〇年）は、サーカスの興行主にスカ
ウトされ、彼の体操競技が空中ブランコの原
型となる。身体訓練の先達としてデボネに尊
敬されたが、世紀末を震撼させた梅毒で死亡
したレオタールは、身体を古代風の衣装や小
道具で飾り、その衣装から「レオタード」と
いう言葉が誕生する［増田 四八頁］。
　「自然淘汰」と「適者生存」によって競争
主義を助長してゆく時代に異を唱えたのが、

『不思議の国のアリス』（一八六五年）のルイ
ス・キャロルである。「チャールズ・ドジソン」
の本名を名乗るときに吃音のために「ド、ド」
となまったキャロルは、「生存競争」の過程で
進化から取り残され絶滅した飛べない鳥「ド
ドー」の自分を重ねたと言われている。この

『不思議の国のアリス』では、スポーツによ
る競争を風刺する場面が展開する。ウサギを
追って穴に落ち、不思議な国で、巨大になっ
たり、小さくなったりと、フリークス的存在
に陥るアリスは、自分が成長しすぎる、成長
しないのではないかという思春期の不安を体
現するが、巨大化したアリスの涙による洪水
が起こってしまう。そして、その洪水で濡れ
た動物たちは体を乾かすために、円形になっ
て走り回るという「コーカス・レース」を展
開する。ところが、そのレースでは円を回る
ために「誰も優勝することはない」、むしろ「み
んな優勝、だからみんな賞をもらうべき」と
いう反競争が提示されるのである。当時の最
新機器のカメラで少女を撮影し、現在も日本
のメイドカフェなどで模倣される「ロリータ
少女の原型」アリスを創造した「元祖ロリコ

おり［増田 四一頁］、退化に怯える世紀末の
理想の時代への回帰を求める欲望が透けて見
える。富山太佳夫が『ダーウィンの世紀末』

（一九九五年）で言うように、ボーイ・スカ
ウト運動も、一八八〇年のボーア戦争に志願
した大英帝国の少年たちの身体の虚弱さを嘆
き、自然でのスポーツを通した訓練を通し、
都市生活で退化した体を健康に回復させる帝
国再建の「効率化」の一環として開始された
ものだ［二五三-六五頁］。「ボディ・ビルディ
ング」が「ネイション・ビルディング」と化
して、筋肉男たちが跳梁したのが、この世紀
転換期だったのである５）。全体主義化してゆ
く「身体のスペクタクル」は、ベルリン・オ
リンピックを記録したナチス政権下のドキュ
メンタリー映画『民族の祭典』（一九三六年）
でその完成形を記録されることになる。
　また、一八九九年に生まれたデボネと同い
年のユージン・サンドウは、ヨーロッパから
アメリカにわたり、身体鍛錬の体操やボディ
ビルを広めている。発明王エジソンは「キネ
ト・スコープ」という映画の原型的装置で、
ボディビルダーの元祖であるサンドウのギリ
シア彫刻的ポーズを『怪力男（The Strong 

Man）』として一八九四年に撮影した。サン
ドウの「身体のスペクタクル化」はおよそ一
世紀後の一九九〇年代に、『ＳＦ超人ヘラクレ
ス』（一九六九年）でデビューし、『ターミネー
ター２』（一九九一年）などで銀幕に巨体を
映しだした元ボディビルダーの映画俳優アー
ノルド・シュワルツェネッガーに継承される。
そ も そ も、 ユージ ン・ サ ン ド ウ（Eugen 

Sandow）の「ユージン」の名前は、ギリシ
ア語の「良い（eu）」血筋から「生まれるこ
と（genos）」から派生したが、奇しくも「優
生学（Eugenics）」という言葉と共振するこ
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の『遊星よりの物体Ｘ』（一九五一年）とし
て映画化された。最後のセリフが印象的だ。

「空を見ろ。空を警戒続けろ」。
　ラヴクラフトが『ウィアード・テールズ』
などに精力的に執筆を開始した一九二〇年代
から三〇年代には、読み捨ての安い紙を使っ
た「パルプ・マガジン」が流行し、大不況下
で安価な娯楽を求めた大衆たちは現実逃避を
求めて、ＳＦやホラー小説が人気を集めた。

「宇
コズミック・ホラー

宙的恐怖」を描いたラヴクラフトの「ク
トゥルフ神話」は、人類よりも先に地球には
旧支配者が存在しており、機会あるごとに復
活を企んでいるという骨子である。ラヴクラ
フトの「大いなる遺産」は、一九四二年にフ
ランシス・Ｔ・レイニーの『クトゥルー神話
用語集』によって体系化され、オーガスト・
ダーレスを筆頭に、ロバート・Ｅ・ハワード
やリン・カーターなど「遺産相続人」たちに
よって現代の神話として編みあげ続けられて
いる７）。たとえば、山小屋に宿泊した五人の
男女が魔道書『ネクロノミコン』を読んでし
まい、死霊と化して殺し合うサム・ライミ監
督の『死霊のはらわた』（一九八一年）は、
まぎれもない「クトゥルフ神話」の物語であ
り、さらにドリュー・ゴダード監督の『キャ
ビン』（二〇一二年）では、山小屋に来た五
人の男女が『死霊のはらわた』と同じ展開を
迎えるが、山小屋は組織の施設でその様子が
監視されており、彼らは太古の神々を目覚め
させないための生贄だったという予測不能な
クトゥルフ神話的展開を見せた。
　「クトゥルフ神話」において、オカルト的
テーマに宇宙から来た存在を混合させたラヴ
クラフトは、現代ＳＦの源流である。たとえ
ば、代々呪われた不毛の土地は、ポーの「アッ
シャー家の崩壊」（一八三九年）などにも見

ン」ルイス・キャロルは、勝敗を重視のスポー
ツを風刺する「円

サークル

環」の遊びを描き、「アンチ・
スペクタクル」を示したのである。健全な身
体のスポーツマンが躍動し、人種の退化と身
体・精神の障害者の問題が浮上した大英帝国
だが、同様の恐怖が支配した二〇世紀初頭の
アメリカで活躍したのがラヴクラフトだった。
北欧人種を崇拝したラヴクラフトはアメリカ
ン・ゴシックをさらに「人種のゴシック」へ
と「異形のスペクタクル化」させたのだ。

Ⅲ　上空から来る恐怖―ＳＦ・移民・侵略

　二〇一七年九月三日の地下で行われた北朝
鮮の水爆実験、九月一五日に北海道上空を通
過した弾道ミサイル「火星一二号」、これら
の脅威に揺れるとき、「クトゥルフ神話」のイ
メージを盛り込んだ『エイリアン』シリーズ
の最新作『エイリアン：コヴェナント』と並
ん で、 黒 沢 清 監 督 の『 散 歩 す る 侵 略 者 』

（二〇一七年）が公開され、エイリアンに乗っ
取られて帰ってきた夫が「侵略するよ。宇宙
人ってそういうもんだろ」と侵略ＳＦのジャ
ンルを脱構築するような台詞を吐いていた。
エイリアンに侵略された夫（松田龍平）と妻

（長澤まさみ）の愛を描いたヒューマン・ド
ラマである。黒人奴隷制の下で黒人が白人に
なりすます「パッシング」がよく見られたア
メリカで、人間になりすますエイリアンはＳ
Ｆの常

ク リ シ ェ

套句だが、早くも一九三八年には、ジョ
ン・Ｗ・キャンベルJrが「影が行く」を書い
ている。南極の探検隊が「旧

いにしえのもの

支配者」の神殿
を発見するラヴクラフトの「狂気の山脈にて」

（一九三一年）からキャンベルは着想を得て
いた。南極観測隊が氷河に凍結されたUFOを
発見し、生き返ったエイリアンが人間にすり
かわるこの短編は、ハワード・ホークス制作
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陥った。一九四七年にはワシントン上空で民
間パイロットのケネス・アーノルドに世界で
初めて目撃され「空飛ぶ円盤」がブームになっ
てゆく。昔から語り継がれるアイルランドの
妖精目撃譚には、閃光を放つ不思議な存在と
遭遇したというUFO目撃譚に似たものが存在
するが、アイルランド系移民が移住した米国
では、妖精ではなくUFOとの遭遇の形を取っ
たことについて、稲生平太郎は「国家の成立
事情から固有の民間伝承、神話をもつことが
できなかったこの国は、まさに深層において
UFO体験を必要としていた」と、UFOのアメ
リカ神話的意味を指摘する［四九頁］。「クトゥ
ルフ神話」が育つ土壌は十分肥沃だったのだ６）。
　地球に「赤い草」を蔓延らせるエイリアン
が登場したウェルズの『宇宙戦争』は、その
後、「共産主義」という「赤」の侵入に怯える
冷戦期の一九五三年にジョージ・パル監督に
よって映画化された。湾岸戦争後の一九九六
年には、ローランド・エメリッヒ監督の『イ
ンデペンデンス・デイ』として脚色される。
抗体のないエイリアンが地球のバクテリアに
撃退される原作の結末は、母船円盤のバリア
をコンピューター・ウイルスによって攻略す
るという変更がなされた（一七七五年に起こ
るフレンチ・インディアン戦争は、フランス
と結託した「インディアン」という「エイリ
アン」にイギリス軍が天然痘の菌のついた毛
皮を送ることで生物兵器戦争の「起源」とな
るが、その継承でもある）。同時多発テロ以
後のスティーヴン・スピルバーグによる三回
目のリメイク『宇宙戦争』（二〇〇六年）では、
ワールドトレードセンタービルが倒壊して粉
塵の舞い上がる空は、人々が不安げに眺める
空に置き換えられて再現された。空は人々の
不安が「投

うつしだ

影」される「銀
スクリーン

幕」である。

られるが、異星人が出没する「宇宙人の前哨
基地」としての森林を描く「闇に囁くもの」

（一九三一年）、宇宙から飛来し塔の闇に潜む
存在が外に現れ、主人公が息を引き取るとき
に「私はロデック・アッシャーだ」と叫ぶ「闇
をさまようもの」（一九三六年）などは、宇
宙から飛来してきた赤いアメーバの脅威を描
く『マックイーンの絶対の危機』（一九五八年）
のようなＳＦ映画の原型的存在である。そも
そも、宇宙人による初期侵略物は、ドイツの
台頭に怯えるの大英帝国で書かれたＨ・Ｇ・
ウェルズの『宇宙戦争』（一八九八年）であり、
人間の血を吸う火星人が侵略してくる。退化
の悪夢にとり憑かれたウェルズは『タイムマ
シ ン 』（ 一 八 九 五 年 ）『 モ ロー博 士 の 島 』

（一八九六年）を書いたが、足や消化器官が
退化して脳だけが残る火星人とは人類の未来
の姿でもあった。折りしも雑誌『一九世紀』
の論文では、一八八八年二三号のアーノルド・
ホ ワ イ ト の「 貧 困 外 国 人 の 侵

インヴェージョン

入 」、
一八九二年の三一号のロード・ダンレーヴァ
ンの「困窮移

エ イ リ ア ン

民の 侵
インヴェージョン

入 」のように、「移
エイリアン

民」
「 侵

インヴェージョン

入 」という言葉が外国人の流入に使わ
れた頃で、大英帝国に侵入してくる吸血鬼の
恐怖がブラム・ストーカーの『ドラキュラ』

（一八九七年）によって描かれてもいた。
　だが、イギリス生まれの『宇宙戦争』を積
極的に「外部との対決を描く際の準拠枠」と
して活用したのはアメリカだった［小野俊太
郎 一五九頁］。Ｈ・Ｇ・ウェルズの『宇宙戦争』
は、一九三八年の十月三〇日に「もうひとり
のウェルズ」映画俳優オーソン・ウェルズに
よって、CBSラジオの『マーキュリー劇場』
で現実の出来事のように朗読された。ところ
が、世界恐慌を経験し第二次世界大戦を間近
に控えた聴衆は、現実だと錯誤しパニックに
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投影されているのではなかろうか。

Ⅳ　「丘の上の町」の地下に潜むもの―魔
女・食

グ ー ル

屍鬼・神話

　ラヴクラフトの文学の恐怖は「上空」ばか
りから来るのではない。インディアンの土地
を侵略して成立したアメリカは、その罪の意
識から侵略される恐怖に怯えていた。むしろ、
侵略を正当化するために、国家が侵略される
物語を必要としていた。こう考えれば、ラヴ
クラフトが「クトゥルフ神話」を創作し、そ
の後、エイリアンの侵略を描くＳＦがアメリ
カ で 量 産 さ れ る 理 由 が 垣 間 見 え て く る。

「旧
いにしえのもの

支配者」など人類よりも先に地球にいた
「他

エイリアン

者」に直面する人間たちを描くラヴクラ
フトの文学は、インディアンたちの影に怯え
る白人たちの姿を焼き直した「アメリカの
寓
アレゴリー

話」である［バールソン 五〇-四頁］。た
とえば、ラヴクラフトが実質ゴーストライ
ターであり、ゼリア・ビショップの著作とし
て発表された「イグの呪い」（一九二九年）は、
インディアンの伝説の蛇の神イグの呪いで蛇
人間に変えられた白人女性がその子供を産む
話だ。「ダンウィッチの怪」に登場する『ネ
クロノミコン』にはかく記されていた。「人
間こそ最古のあるいは最後の地球の支配者な
りと思うべからず。また生命と物質からなる
尋常な生物のみ、此の世に生くると思うべか
らからず。旧支配者かつて存在し、将来も存
在すればなり」［五巻二五八頁］。
　ラヴクラフトは歴史の「地

き お く

下」を掘り起こ
す。一六九二年にマサチューセッツ州で一九
名が処刑されたセイラムの魔女狩り以来、魔
女狩りはアメリカの「地下」に染みこんだ汚
点として、現代でも映画化され続ける記憶で
ある。魔女の森に撮影にきて行方不明になっ

　ラヴクラフトがＳＦの源流的作品で異形の
キャラクターを描いた二〇世紀初頭、精神薄
弱とされた「移

エイリアン

民」の不法入国の恐怖が囁か
れていた。ラヴクラフトは先祖の罪や血筋が
子孫へと継承される「血筋」の恐怖を数多く
書いたが、そこには、ゴシック的な「呪い」
というより、優生学が煽った精神薄弱者の「遺
伝 」 に よ る 増 殖 の 問 題 が 潜 ん で い る。
一九二六年にフィラデルフィアで開催された
建国百五〇周年記念博覧会でアメリカ優生学
協会は、遺伝病患者のために一五秒ごとに百
ドルが浪費されていることをフラッシュの点
滅で示し、四八秒ごとに一人の精神障害者が
生まれることを示す装置を展示した。増加し
てゆく見えない精神薄弱の脅威を装置によっ
て可視化したのである。その掲示板「将来の
子供の祖先である現在の世代の人々がほんの
偶然や盲目の情熱のおもむくままに結婚して
子供をつくってよいのだろうか」と掲げられ、
障害者との混淆の恐怖を煽っていた［ケヴル
ズ、一一三頁］。「ダンウィッチの怪」（一九二九
年）では、畸形でアルビノの女と異界の怪物
が交わり生まれたウィルバーは、屋敷に閉じ
込めた弟に牛の血を飲ませて育てている。黄
色く黒い肌で、縮れた髪の毛、分厚い唇、長
く尖った耳をしたウィルバーは、アーサー・
マッケンの「パンの大神」（一八九〇年）の
ヘンリー・ヴォーガン、ヤギのようなサチュ
ロスを連想させるだけではなく、犯罪人類学
者ロンブローゾのいう生来性犯罪者を思わせ、
巨大になった怪物の弟は建物を破って外に出
てくる。この「見えない」怪物は悪臭と粘液
の足跡を残すだけだが、ある粉をかけられ、
触手と複数の眼をもつタコ型エイリアンのよ
うな姿を「見せる」。巨大化してゆくウィル
バーの弟には、優生学が煽った混淆の脅威が
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下世界はゴシック文学の重要な要素だが、八
木敏雄の『アメリカン・ゴシックの水脈』

（一九九二年）によれば、例としては米国初
期作家チャールズ・ブロクデン・ブラウンの

『エドガー・ハントリー』（一七九九年）のよ
うに、それはインディアンの潜む洞窟に変更
され、人間心理の奥底を描くようになってゆ
く。「ニューイングランド」を舞台に架空に
地名を創造したラヴクラフトは、無意識とし
ての不気味なる地下世界を映し出す。先住民
の神話よりも古い過去を創造する「クトゥル
フ神話」では、地下で異形なるものが踊り続
けるのだ。
　たとえば、「棲み潜む恐怖」（一九二二年）
では、マーテンス一族の館がそびえる一帯の
地下道に毛深い猿のような怪物たちが出没し、
死体を食べ人間を襲っている。仲間二人を殺
された語り手はマーテンス館と地下道を爆破
するが、地下からは退化したマーテンス一族
が姿を現す。「鋭い黄色の牙をもち、もつれ
た毛に覆われる醜悪な白っぽいゴリラのよう
な生物だった。哺乳類の退化が窮極に産みだ
すものだった。孤立した混淆、繁殖、そして
地上はおろか地下での人肉嗜食の恐るべき姿
であった」［三巻八八-九頁］。退化と優生学
の説く混淆の恐怖が使われている。「魔宴」

（一九二三年）のマサチューセッツの港町マー
ブルヘッドをモデルにした教会の建つ海辺の
町「キンギズポート」はあたかも「丘の上の
町」だが、教会の地下納骨堂から続く地下世
界で人々が魔術の儀式を行なっている。また、

「ピックマンのモデル」（一九二六年）では、『地
下鉄の事件』など地下鉄に潜む食

グ ー ル

屍鬼たちを
好んで描くピックマンは、現実の写真に撮影
された怪物をモデルに絵を描いていた。ボス
トンで世界初の地下鉄が一八九三年に開通し、

た三人が残したフィルムが公開されるという
ドキュメンタリーを装いPOV映画の先駆と
なったダニエル・マイリック監督の『ブレア・
ウィッチ・プロジェクト』（一九九九年）は、
現実の映像だと信じられ大ヒットを飛ばし、
最近でも、消息を絶った姉を弟が探すために
森に入る『ブレア・ウィッチ』（二〇一六年）
が封切られたのは、魔女が未だにアメリカで

「リアル」な題材であることを物語っている８）。
架空の町を舞台にするウィリアム・フォーク
ナーの「ヨクナパトーファ・サーガ」と同様
に、「セイラム」をモデルに架空の街「アーカ
ム」などを創造したラヴクラフトは、「魔女の
家の夢」（一九三二年）のように、ニューイ
ングランドに沈殿する恐怖を活用する（先祖
がセイラムの魔女狩りに関わったナサニエ
ル・ホーソーンは「ヤング・グッドマン・ブ
ラウン」（一八三五年）や『七破風の家』

（一八五一年）を描いたが、ホーソーンの残
した『アメリカン・ノートブック』からラヴ
クラフトが『ネクロノミコン』の着想を得た
とも指摘される［バーレソン 一〇九頁］）。
　前人未踏の「処

ヴァージン・ランド

女 地」と呼んだ新大陸が
インディアンの土地だったという歴史を「意
識下」に抑圧し、白人の歴史で「上書き」し
ていったアメリカ人たちは、その罪の意識に
苛まれることになる。一六三〇年にマサ
チューセッツ植民地の初代総督ジョン・ウィ
ンスロップは「我々は世界が注目する理想と
しての『丘の上の町』にならなければならな
い」という有名な演説を残したが、東雅夫が
指摘したように、地下という「下」の領域は
米国の強迫観念となった。「英

イングランド

国」の文学史
ではゴシック小説の祖とされるホレス・ウォ
ルポールの『オトラント城』（一七六四年）
で姫君が逃げ惑う古城の地下道のように、地
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ラウンド・ドウェラーズ（地下の人食い人種）
の略だ」［トス 九六頁］。ラヴクラフトが誕
生させた都市の地下に潜む食

グ ー ル

屍鬼は、喰種の
臓器を移植され半喰種になった男を主人公と
する石田スイのコミック『東京喰種トウ
キョーグール』の下層にも潜むことになる。

Ｖ　「クトゥルフ神話」の影に―優生学・
混淆・大

ホロコースト

虐殺

　生物学者スティーヴン・Ｊ．グールドが「優
生学運動の最初の神話」と呼ぶ一冊の本があ
る［二〇六頁］。ヘンリー・Ｈ・ゴダードの『カ
リカック家の人々』（一九一二年）だ。ニュー
ジャージー州の訓練学校に、デボラという 

八歳の少女が収容された。二〇歳を過ぎたデ
ボラは、長年の訓練にもかかわらず知能が上
がらないことから、精神に障害があると判断
された。家系をたどってゆくと、デボラの祖
先のマーティン・カリカックは独立戦争時、
精神薄弱の売春婦と関係をもったことが発覚
する。後にこの娼婦はその子を出産し、マー
ティン・カリカック・ジュニアと命名した。
このジュニアからは時代を追うと四八〇人の
子孫が生まれるが、大部分が精神薄弱者、ア
ルコール中毒者、娼婦、犯罪者で、健康なも
のは四六人にすぎなかった。『カリカック家
の人々』は無計画な生殖のため一般人口の二
倍のスピードで出産されている精神薄弱者の
脅威を説き、犯罪、売春、貧困、飲酒問題は、
遺伝によってアメリカに広がっている精神薄
弱者によるものだという恐怖を振り撒いたの
である。フランスで開発された「ビネー・シ
モン・テスト」という知能テストを、移民か
ら精神薄弱者を発見するために一九〇八年に
アメリカに導入したのもこのゴダードだった。
　デボラの知能の問題を家系を遡って調査す

ニューヨークでは地下鉄が殺人やレイプなど
の犯罪が横行してゆくと、ラヴクラフトの地
下世界の恐怖は、『ウィアード・テールズ』系
の作家Ｒ・Ｂ・ジョンソンの「地の底深く」

（一九五三年）において再話される。ニュー
ヨークの地下鉄には屍を食べる怪物が出没し、
元生物学者ゴードン・クライグは地下を警備
して二五年間の地下生活を送っていたが、額
が後退し顎が長くなり怪物へと退化してゆく。
　ほどんどのラヴクラフトの作品には地下世
界が登場するが、ジョンソンの「地の底深く」
に継承された恐怖を扱ったのが、ダグラス・
チーク 監 督 の Ｂ 級 ホ ラー映 画『 チャ ッド
CHUD』（一九八四年）であると東雅夫は指
的する。「アンダーグランド・ピープル」と
呼ばれる地下生活者が、不法投棄された放射
能廃棄物の影響でマンホールに人間を引きず
り込む怪物に変身するのである。地下生活者
を調査したジェニファー・トスの『モグラび
と―ニューヨーク地下生活者たち』（一九九三
年）によれば、ニューヨークの地下鉄や下水
道は都市のようで、薬物やアルコール中毒で
悲惨な生活を送る浮浪者たちが三千人とも
五千人とも存在するという。トスの『モグラ
びと（The Mole People）』というタイトルは、
探検隊が地下都市の住民に遭遇するヴァージ
ル・モーゲル監督の 『モグラ人間の叛乱』

（一九五六年）からだが、トスのルポタージュ
では食

グ ー ル

屍鬼のような隠喩が使われ、ラヴクラ
フトの虚構の地下が現実化する。「頭上から
差し込む最後の光を通り過ぎると、巨大な丸
い石が目に入った。保線作業員が危険信号を
描くのに使うオレンジ色の蛍光ペンキで

『CHUD』と書いている。保線作業員はトン
ネルの住民のことを『チャッド』と呼ぶ。カ
ニバリスティック・ヒューマン・アンダーグ
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年）は、アイデンティティにまつわる物語で
ある（語り手が周囲から嫌悪される自分に直
面するこの物語をロバート・Ｍ・プライスは

「クローゼットの告白」というゲイの萬話だ
とするし、自分の醜さを鏡で悟る語り手は男
ではなく女だとも解釈できる）。古城で書物
に囲まれて孤独な時を過ごし自分の姿を知ら
ない語り手は、外に足を踏み出し、ポーの「赤
き死の仮面」のような舞踏会に入り込み、『フ
ランケンシュタイン』のように鏡のなかに
醜
アウトサイダー

い怪物としての自分の本来の姿を発見する。
ダーク・Ｗ・モジッグは『ニクタロポス』収
録の「『アウトサイダー』の四つの顔」（一九七二
年）で「自伝的解釈」「心理学的解釈側面」「形
而上学的解釈」「哲学的解釈」からこの物語
を読み解くが、三歳時に父親を失い母親の溺
愛を受けて育ち、他の子供と遊ぶことなく読
書に耽溺した閉鎖的な生活を送り、体調不良
で軍隊や大学に行けなかったラヴクラフトの

「自伝的側面」が鏡に映したように反映され
ている。鏡に自分の忌むべき「姿

かげ

」を見出し、
「影との統合」を果たさず逃げだす語り手は、
ラヴクラフトなのかもしれない10）。
　一九二四年にユダヤ人ソニア・グリーンと
結婚したラヴクラフトはニューヨークで新居
を構えるが、他民族が混在するニューヨーク
は彼に衝撃を与えた。彼は平気で黒人をチン
パンジーに喩えたり、人種隔離の推進を手紙
に記している［レヴィ二七頁］ 。ニューヨー
クのレッド・フックという都市を舞台にした

「レッド・フックの恐怖」（一九二五年）は、
刑事トーマス・マロウンが魔術師ロバート・
サイダムに関する事件を調査する物語である。
サイダムの手下「準蒙古人種」には、「エリス
島の移民検疫所で賢明にも追いかえされる」
ような「名前とてない国籍不明のアジア人」

ると、一人の精神薄弱との性交が浮上し、そ
こから無数の精神薄弱が誕生したことが判明
する構造。これは何とラヴクラフトの文学と
似通っていることか。たとえば、「故アーサー・
ジャ ーミ ン と そ の 家 系 に 関 す る 事 実 」

（一九二一年）は、主人公アーサー・ジャー
ミンが精神障害者や自殺者が続く自分の家系
を遡ると、先祖の男がコンゴで白い類人猿と
交わっており、自分がその混血の末裔だった
ことを発見する物語である。また「インスマ
スの影」（一九三一年）では、マサチューセッ
ツ州の港街インスマスを語り手は訪問する。
その住民の多くは、「頭の形は幅が狭く」「は
れぼったくてうるんだ青い眼」をして「耳は
異常に発達のおくれた形」で魚類を連想させ
るインスマス面という奇妙な容貌をしている

［一巻 三一頁］。やがて、彼らは旧家マーシュ
家の祖先の男と海

ダ ゴ ン

神との間の混淆で生まれた
混血児の子孫だったことが判明し、インスマ
ス面に退化しつつある語り手もまた、その血
筋を受けていたことを悟るのである９）。後に
政府がインスマスを調査し、古い家は焼き払
われ住民たちは抹殺され、潜水艦が海溝に魚
雷を打ち込むという「大

ホロコースト

虐殺」が行われた。
自己の起源を探ると恐怖の血筋にゆきつく

「インスマスの影」も優生学と共振するが、
血筋を受け入れ語り手が深海で生きるゆくこ
とを決意するというラヴクラフトらしからぬ
ポスト・ヒューマン的結末を迎える。
　情緒不安的な母親に醜いと罵倒されたこと
がコンプレックスになったラヴクラフトは、
これらの登場人物同様に、血筋に不安を感じ
ていたのではないか。一九三一年に文通相手
ヴァーノン・シェイ宛の手紙でラヴクラフト
がポーに対する「無意識的な模倣が最高潮に
達した」と告げた「アウトサイダー」（一九二六
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クラフトの有色人種に対する憎悪は、自己へ
の嫌悪から発生したのではないのか。ラヴク
ラフトの描く有色人種や障害者は彼の内部に
隠
ハイド

樓する分身だった。自己の内部に潜んだ脅
威を、他者に投影することで、その恐怖の緩
和と自己の統合をラヴクラフトは図っていた
のである。ユダヤ人の妻をもちながらも、彼
はヒトラーの『わが闘争』の熱心な読者であっ
た。マイケル・フィッツジェラルドの『黒魔
術の帝国―第二次世界大戦はオカルト戦争
だった』（一九九〇年）によれば、ヒトラーは、
聖杯探求をはじめ、アトランティス大陸伝説、
地球空洞説など数々のオカルトを信奉し、
アーリア人の血筋が正統で優秀なことを証明
しようとしたが、ラヴクラフトと重なるもの
があった。人種の脅威を投影した怪物を描き
だ し そ れ を 封 じ 込 め る と い う、 い わ ば

「虚
テクスト

構」のなかの「大
ホロコースト

虐殺」を行ったラヴク
ラフトは、一九三七年に腸癌のために四六歳
でこの世を去るが、やがて、アウシュビィッ
ツでナチスのユダヤ人の「大

ホロコースト

虐殺」が、いか
なる恐怖小説も及ぶことのない悪夢を「現実」
に展開してゆくのだ。「クトゥルフ神話」の
影には優生学が潜んでいた。

註
１）この事件に対して、一九三八年の岡山県で起き

た「津山事件」は、戦前の最も凄惨な殺人事件で

ある。秀才として名高かった都井睦雄は、結核の

ため徴兵から除外され村八分の扱いを受け、軍事

訓練用のゲードルを足に巻き、ライフルや日本刀

を使い二時間ほどで三十人を殺害した。遺書には

「兄さんにもよろしく…同じ死んでもこれが戦死、

国家のための戦死だったらよいのですけれども、

やはり事情はどうでも大罪人と言うことになるで

しょう」と書かれた［筑波 四六頁］。日中戦争中

などが跳梁する［第五巻 一四一頁］。教会の
地下室では、夢魔の女王に復活したサイダム
の身体が生贄に捧げられようとする。だが、
サイダムの死体は最後に腐敗して溶解する。
溶けゆく身体、輪郭のない身体はラヴクラフ
トの文学の定

お は こ

番だが、サイダムの溶解は「人
種の坩堝」の恐怖の表象でもある。
　一九二二年にチャイナ・タウンを訪問した
ラヴクラフトは、手紙に「何と汚い窖か...こ
の豚たちには動物学者では説明のできない群
れる本能がある。知性はなく、おぞましい悪
臭を放つ肉の塊に過ぎない。有毒ガスを流し
息の根を止めこの悲劇に終止符を打ち、土地
を浄化すべきだ」と書き、その二年後には「汚
水槽に住む、イタリア系、ユダヤ系、モンゴ
ル系の連中はどうしても人間とは思えない。
ピテカントロプスとアメーバの混合物に過ぎ
ず、醜悪な土壌の悪臭を放つ泥で造形され、
汚い通りやドアや窓から湧き出しうごめき、
深海の怪物や増殖する蛆虫を思わせるのだ」
とも述べた［レヴィ二八-九頁］。こうした驚
愕の人種描写については説明の必要もないだ
ろう（彼の人種観については多くの研究があ
り、ソーファス・レイナートやシルヴィア・
モレノー＝グーシィアのように優生学との関
係も考察されている）。この東洋人たちはす
ぐにでも怪物に変身し、「異形のスペクタク
ル」を展開するだろう。軍隊に入隊できずコ
ンプレックスを抱えたラヴクラフトの憎悪や
不安は、外部の怪物に投影されたのである。
　自分の真実を悟り逃げだす「アウトサイ
ダー」の語り手のように、北欧の血筋を誇っ
ていたラヴクラフトもまた自分の血統に対し
て恐怖を抱いていた。脳梅毒で半身不随と
なった父、情緒不安定な母をもったラヴクラ
フトは自己に対する不安に慄いていた。ラヴ
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一九三七年から学校の身体測定に追加され、兵士

育成のための指標として機能する。それは足の長

い西洋的身体へのコンプレックスの裏返しとして

の「腹の文化」の一部だとも言える。やがて、「胸

をはる」ことを説き三角筋や胸筋の「胸の文化」

に「腹の文化」が取って代わられ、現代では腹筋

を鍛える機械が好調に販売されるにいたる。国家

の欲望によって身体は測定される。かつて厚生労

働省は「徴兵検査」で兵役に適うように国民の身

体を管理したが、現代では定期健診によって身体

は監視される。定期検診を検証する林・葛岡の『大

日本「健康」帝国』では「医療費削減という大義

のために国民は自己責任のもと、生活習慣病対策・

健康維持に努めることが義務であるとされたのだ。

まさしくこれ（定期検診）は、現代の国家総動員

法である」と皮肉っている［五五頁］ 。

５）黒田勇の『ラジオ体操の誕生』（一九九九年）

によれば、昭和三年に始まったラジオ体操の原型

は、一九二五年にアメリカの生命保険会社による

宣伝の一環だった。ラジオという新しい媒体の

「声」に合わせ、規則正しく時間を定めて集団が

ひとつになり共通の動作を行うラジオ体操は、国

民を統合し身体を管理し、総動員体制のもと戦争

へと向かう全体主義と結びつく。また、「紀元

二六〇〇年」の一九四〇年に向けて作詞・北原白

秋、作曲・山田耕作の「建国体操」を流布させよ

うとした日本体育保険協会の創始者松本学を藤野

豊は『強制された健康―日本ファシズム下の生命

と身体』（二〇〇〇年）で紹介している。

６）「闇に囁くもの」では異星人の出没する森に昔

は牧神や森の神がいたが、今では「ほかの天体で

生まれた生き物はいないまでも、何か奇妙な、お

そらく遺伝的に時形を帯びた、世間から見捨てら

れた存在がいるかもしれないのだ」と、障害者と

異星人が重ねられる［一巻二二〇頁］。

７）卓上ロール・プレイング・ゲーム「TRPG」で「ク

トゥルフ神話」とそのキャラクターが使われるた

めに、日本のサブカルチャーのラヴクラフトの占

める位置は大きいが、ほとんど研究されない。

８）魔女に仕立てられる少女たちの姿を通して赤狩

りの集団ヒステリーをアーサー・ミラーは『るつ

の国家総動員法下で、徴兵検査からはじかれた青

年が、夜這いの習慣が根付き肉体関係がはびこる

山村を殲滅しようとしたこの事件は、国家の体制

とつながった「時代の病」だったのかもしれない。

西村望の小説『丑三つの村』は、田中登監督によっ

て古尾谷雅人が犬丸継男（都井睦雄）を演じ映画

化され、事件を計画した地図には「犬丸継男の戦

場」の言葉が記された。これに対して筑波昭のル

ポタージュ『津山三十人殺し』（一九八一年）では、

都井は二・二・六事件には関心を示さず、女性が

男性の陰部を切断した阿部定事件に執着したこと

に注目し、事件を性の観点でとらえている。

２）自分の出自に悩んだヒトラーのユダヤ人説に応

じて書かれた手塚治虫の『アドルノに告ぐ』は有

名だが、フランク・ピアソン監督のテレビ映画『謀

議―アウシュヴィッツの黒幕』（二〇〇一年）にも、

SS大将のランインハルト・ハインドリッヒにユ

ダヤ人が混じっているシーンがあるように、ナチ

スの幹部にはユダヤ人との混血は少なくなかった。

３）ロイ・ウォード・ベイカー監督の『ジキル博士

とハイド嬢』では、不老不死の薬をつくろうとし

て女性ホルモンが鍵だと考えたジキルが女に変身

し、ウィリアム・クレイン監督の『ドクター・ブ

ラック／ミスター・ハイド』（一九七六年）では

ジキルが白人から黒人に変わるように、この物語

は境界攪乱の隠喩になっている。一九三一年の映

画版、そのリメイクでスペイサー・トレイシーが

ジ キ ル を 演 じ た『 ジ キ ル 博 士 と ハ イ ド 氏 』

（一九四一年）において、ハイド氏が娼婦（イン

グリッド・バーグマン）を監禁するが、これは

二四の人格をもつ多重人格者に監禁された三人の

女性の運命を描いたＭ・ナイト・シャマラン監督

の『スプリット』（二〇一七年）に継承される。

この二四人の人格はダニエル・キイスの『二四人

のビリー・ミリガン』（一九八一年）を連想させる。

４）田中聡の『なぜ太鼓腹は嫌われるようになった

のか』（一九九三年）によれば、「太っ腹」「腹を括

る」という言葉、座禅を理想とする布袋や達磨の

腹のでた身体のように、日本は太鼓腹を賞賛した

「腹の文化」だった。たとえば、座高という身体

測定の方法も、座高の高さが内臓の発達を表し、
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一九八一年、河出書房新社、一九八九年。

ケヴルズ、ダニエル・Ｊ・『優生学の名のもとに－「人

種改良」の悪夢の百年』西俣総平訳、一九八五

年、朝日新聞社、一九九三年。
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ぼ』（一九五三年）で書いたが、ロバート・エガー

ス監督の『ウィッチ』（二〇一五年）では、自分

の娘が魔女だと信じてしまい殺害しようとする農

夫の一家の惨劇が描かれた。

９）「インスマスの影」は、『ZOMBIO／死霊のした

たり』（一九八五年）『ネクロノミコン』（一九九四

年）などラヴクラフトの映画を多数制作したス

チュワート・ゴードン監督が『ダゴン』（二〇〇一

年）として映画化したが、一九九二年に演出・那

須田淳、脚本・小中千昭、佐野史郎・主演で舞台

を日本の漁村に移してテレビドラマ化されている。

また、「インスマスの影」に人魚伝説を絡めた矢野

健太郎のコミック『ダーク・マーメイド』（一九八九

年）では、海
ダ ゴ ン

神を信仰する教団が津波を起こして

原発を破壊しようとする陰謀が描かれ、創土社の

「クトゥルー・ミュトス・ファイル・シリーズ」

の『インスマスの血脈』（二〇一三年）の樋口明

雄の「海からの視線」は舞台を原発が誘致された

寒村に設定しており、原発が現代日本のゴシック

において古城的存在であることを示唆している。

10）「アウトサイダー」を原案とするスチュワート・

ゴードン監督の『キャッスル・フリーク』（一九九五

年）で主人公ジョン・ライリーは相続する古城を

訪れるが、そこには嫡子であるフリークのジョル

ジュが監禁されていた。同じ娼婦とジョンは性行

為を躊躇するが、ジョルジュは性的好奇心から殺

害してしまう点からも同じ頭文字Ｊの二人は分身

同士だが、格闘し共に死に絶える。
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